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算 数

解 答

２３ 450・11 21 2530宗 唄 欝 蔚 鰻11

８ Ｃ・Ｄ・Ｂ 39 34就 唄 欝 蔚 鰻

35 14，28 ８ Ｂ・Ｄ・Ａ・Ｃ姥 厩 浦 瓜

４ 12 12 ２・６州 修唄 欝 唄 欝

１，５，25 125 50・80 35愁 拾唄 欝 唄 欝

７ イ ３ Ａ，Ｃ Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ洲 唄 欝 蔚… 相手…

解 説

24＝１×24，２×12，３×８，４×６ → ８個就 唄

４人の席は右の図のようになります。欝

50÷13＝３あまり11蔚

50－11＝39 (または，13×３＝39)

右の図で，三角形ＯＡＢ，ＯＣＡは二等辺鰻

三角形ですから，

60－26＝34(度) ……△(角ア)

20と28の 小公倍数は，姥

２×２×５×７＝140

ですから， も小さい正方形の１辺の長さは140㎝です。したがって，タイルのまい数は，

(140÷20)×(140÷28)＝35(まい)

子どもの人数は，(120－８＝)112と(90－６＝)84の公約数のうち，厩

あまりの８より大きい数ですから，

２×２×７＝28 …… 大公約数

28＝１×28，２×14，４×７ → 14人，28人

14÷２＝７(㎝) ……中円の半径浦

(29－７)÷２＝11(㎝) ……大円の半径

11－７＝４(㎝) ……小円の半径

４×２＝８(㎝) ……小円の直径

得点の高い方から，１位，２位，３位，４位とします。瓜

オ→Ｄは１位か２位。

イ→ＡとＤの順位はとなり合っている。

ウ→ＢはＣより順位が上。

より，Ａ，Ｂ，Ｄは４位ではありませんから，Ｃが４位と決まります。そして，エよりＢは３位で

はありませんから，Ａが３位と決まります。 後に，イよりＤは２位，Ｂは１位と決まります。
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６と８の公倍数の個数を求めればよいことになります。６と８の 小公倍数は24ですから，州 唄

100÷24＝４あまり４ → ６と８の公倍数は４個

６の倍数だが６と８の公倍数ではない数の個数を求めればよいですから，欝

100÷６＝16あまり４ → ６の倍数は16個

16－４＝12(個) ……求める個数

１＋２＋３＋５＋６＋７＝24 ……２人が取り出した６まいのカードの数字の和修 唄

24÷２＝12 ……たかし君が取り出した３まいのカードの数字の和

12＝１＋５＋６＝２＋３＋７欝

より，２人のどちらかが{ ， ， }を取り出し，もう１人が{ ， ， }を取り出したとわかり宗 愁 拾 就 州 洲

ます。カードの交かんにより，たかし君のカードの数字の和は(８÷２＝)４ふえ，弟のカードの

数字の和は４へりましたから，たかし君が弟にわたしたカードの数字は，弟がたかし君にわたした

カードの数字よりも４小さいことがわかります。

したがって，考えられるのは，右の図のように，

たかし君の と弟の を交かんした場合だけです。就 拾

50＝１×50，２×25，５×10愁 唄

より，50の約数は６個ですから， には整数が(６÷２＝)３個ふくまれます。50の約数のうちで，イ

約数を３個持つ整数は25ですから， にふくまれる整数は，25の約数の{１，５，25}です。イ

にふくまれる整数はＡ自身ですから，Ａの約数は小さい方から順に，欝 ウ

１，５，25，Ａ

となります。したがって，Ａは，

(２番目に小さい約数)×(２番目に大きい約数)＝５×25＝125

125の約数は{１，５，25，125}ですから，問題の条件に合います。

右の図で，拾 唄

360÷18＝20(度)

(180－20×４)÷２＝50(度) ……□(角ア)

(180－20×６)÷２＝30(度) ……△

50＋30＝80(度) ……角イ

(180－20×７)÷２＝20(度) ……■欝

ＢＥは直径より，Ｂ，Ｏ，Ｅは一直線上にありますから，

三角形ＥＢＦの内角の和に着目して，

180－30－20＝130(度) ……角ＢＦＥ

ＦＣ＝ＦＧより，三角形ＦＣＧは二等辺三角形ですから，

130÷２＝65(度) ……角ＦＣＧ＝角ＦＧＣ

三角形ＡＢＣの内角の和に着目して，

180－80－65＝35(度) ……角ウ
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５×６＝30(まい) ……５人が持っているコインのまい数の合計洲 唄

ア30－(４＋２＋５＋８＋４)＝７(まい) ……

表に書かれた「ジャンケンの回数」に合うように，(図１)のマスに，ジャンケンをした組には欝

印，まだしていない組には 印をつけていくことにします。ＢとＤはジャンケンをすべて終えて○ ×

いることから，Ｂ，Ｄ(５回)→Ｃ(２回)→Ｅ(４回)→Ａ(３回)の順にマスがうまっていき，(図２)

のように決まります。したがって，Ｆがしたジャンケンの回数( )は３回で，Ｆがまだジャンケンイ

をしていない相手はＡとＣです。

表の時点でＡは３回ジャンケンを終えています。３回ともＡが勝ったとすると，コインは(５＋蔚

３＝)８まいになりますが，実際には４まいですから，弁償算(予習シリーズ４年㊤第17回)の考え

方を用いると，

(８－４)÷(１＋１)＝２(敗)

より，Ａは１勝２敗とわかります。同様にして，Ｂは１勝４敗，Ｃは１勝１敗，Ｄは４勝１敗，Ｅ

は３勝１敗，Ｆは１勝２敗と求められます。ジャンケンに勝った方を ，負けた方を として，カ マ

(図２)で 印のついたマスにかき入れていくと，Ｃ対ＤはＣの勝ちであることから，(図３)のよう○

に決まります。また， 終的にＣ，Ｅ，Ｆの勝ち数が同じになったことから，この３人は３勝２敗

になったことがわかり， 印のついたマスについても，(図４)のようにすべての勝敗が決まります。×

したがって，ジャンケンでＡに勝った人はＣ，Ｄ，Ｅ，Ｆです。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

(図３) 表の時点
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(図４) 終
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